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城西国際大学から読者の方へ、耳より情報をお届けします。

T o k i m e k i  N e w s  L e t t e rT o k i m e k i  N e w s  L e t t e r

城西国際大学ニュースレター

展覧会のお知らせ展覧会のお知らせ
城西国際大学水田美術館
〒283- 8555 千葉県東金市求名1番地
TEL: 0475- 53- 2562　https://www.jiu.ac.jp/museum
開館時間：10: 00 〜 16: 00

研究推進・社会貢献部  社会連携課
〒283- 8555 千葉県東金市求名1番地
TEL: 0475- 55-7685  FAX: 0475- 53- 2186
MAIL: clics-jim@jiu.ac.jp
受付：月曜日〜金曜日 9: 30 〜 16: 30

新型コロナウイルスの感染状況により、会期やイベントを変更する場合があります。

斉藤好和
イラストレーション展
41年間の足あと（1980 〜）

2022年度コミュニティカレッジ講座2022年度コミュニティカレッジ講座

シニア・ウェルネス大学が開校しました！
4月より2022年度シニア・ウェルネス大学が開校
し、5月には校外学習を実施しました。春の校外学
習では、葛西臨海公園で楽しく実地的に自然・環境
についての知見を広げ、仲間や教職員との親睦を深
めました。秋にも校外学習を予定しているほか、グ
ループワークでの自主的な学びも予定しています。

近代日本画コレクション
－ 茂原の素封家と画家との交流

アメリカに渡った
陶製人形

MADE IN OCCUPIED JAPAN ①

メディア学部特任教授・斉藤好和は、イラストレーターとして数々の作品を発
表してきました。本展では初期の鉛筆画から絵本、リノリウム版画、立体イラ
ストなど、現在に至るまでの代表作を紹介します。
◆ 斉藤好和先生によるスライドトーク「自作を語る」

5月28日［土］14:00 〜 15:00   定員60名/聴講無料/予約不要
図書館1階オリエンテーションルームにて

5月17日［火］〜 6月17日［金］
＊日曜日・月曜日休館　入館料無料

戦後の占領下で、「OCCUPIED JAPAN」と刻印された陶磁器やおもちゃなど
がアメリカ向けに製造・輸出されました。2019年に個人コレクターより本学
へご寄贈いただいた「OJ」コレクションを紹介するシリーズの第1弾として、陶
製人形を展示します。
◆ 学芸員によるスライドトーク

7月9日［土］14:00 〜 14:30   定員60名/聴講無料/予約不要
図書館1階オリエンテーションルームにて

7月5日［火］〜 30日［土］
＊日曜日・月曜日休館　入館料無料

9月27日［火］〜 10月22日［土］
＊日曜日・月曜日休館

入館料：一般300円、高校生以下無料

春講座では、以上の講座を実施しています。対面講座はマスクの着用、検温、
消毒、換気、三密の回避など感染対策を行なっています。

春  講  座春  講  座 秋  講  座秋  講  座

地域連携推進センター HP からコミュニティカレッ
ジ講座のチラシやシニア・ウェルネス大学の授業
風景、その他にも本学の地域連携に関する情報を
ご覧いただけます！

《そりに乗る少年》
1947 〜 52年

《花力発電》2017年
イラストレーション、作家蔵

English Communication 毛筆でちょっとひと息
暮らしの中に毛筆を

すぐに話せる中国語 運動によるロコモ・
サルコペニア予防

日本文化論の名著を読む
岡倉天心『茶の本』

香りでセルフケア

世界遺産の不思議と魅力 見た目年齢 – 5歳が
叶うセミナー

暮らしに役立つ

クラフトバンド手芸
生活者のための日本語

ワンランク上の日本語表現を身につけよう

English Communication
暮らしに役立つ

クラフトバンド手芸

すぐに話せる中国語 備えあれば憂いなし
～知って得する福祉用具～

日本文化論の名著を読む
新渡戸稲造『武士道』

健康ウォーク&ランニング

世界遺産の不思議と魅力 大人の食育講座

秋講座では、以上の講座を予定しています。夏頃から募集開始予定ですので、
興味のある方はお気軽にお問い合わせください。
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東金近隣エリアのお役立ち情報誌
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と・き・め・い・て TOGANE

東金を舞台にしたご当地「ゆるアニメ」
放映中！
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P.12 より 『とーがね！ おまつり部』

ときめきは、東金市ホームページで公開しています。

東金市が舞台のご当地「ゆるアニメ」が誕生しました。そ
の名も『とーがね！ おまつり部』。実写を背景にしている
ので、市内の見慣れた風景も楽しみの一つ。まちを盛り上
げようと奮闘する登場人物たちの活躍を応援しましょう！

ゆるアニメ誕生

表紙イラスト／いわせみつよ

『ときめき』はここに置いてあります［順不同］

● 東金市内

東金市役所（受付または生涯学習課）
ふれあいセンター
東金図書館
各市立コミュニティーセンター
東金文化会館
東金アリーナ
東金市トレーニングセンター
道の駅みのりの郷東金
東金商工会議所
東金駅

● 東金市外

山武市
さんぶの森図書館＆文化ホール
松尾 IT保健福祉センター (図書館)
成東総合運動公園
山武市歴史民俗資料館
成東図書館
道の駅オライはすぬま
成東駅

九十九里町
中央公民館
つくも学遊館
海の駅九十九里

大網白里市
中央公民館
白里公民館
大網駅

● その他

東金市内・近隣市町の主な商業施設等

で東金市 ときめき 検索

今号の表紙

※本誌掲載情報は編集時点のものです。
　主催者等の事情により、内容が変更になる場合があります。

ときめきリーフノベル

「神様になった婆ちゃん」   高安義郎
11
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イベント情報

東金文化会館
お問い合わせは　☎ 0475-55-6211

https://www.tobunspo.or.jp

＊ メルマガ配信中！ ～東金文化会館チケット情報をいち早くお届けします～

①ＱＲコード読取り機能のある携帯電話をお持ちの方は、左のＱＲコードを読取ってください。
②メール送信画面となりますので、そのままメールを送信してください。
③メルマガ登録用メールが届きますので、必要事項を入力して送信してください。→登録完了です。
※年会費・登録料無料（通信料のみお客様負担）  ※メールアドレスをお持ちの方のみ登録できます。

下記アドレスに空メール[題名（件名）、本文を何も
入力しない]を送ってください。
merumaga-toganebunka@mhai.jp

メルマガ会員特典あり

※新型コロナウイルス感染症の状況によっては、変更となる場合がござ
いますので、ホームページなどで最新の情報をご確認ください。

8
21

日
フラフェスティバル in 東金Ⅶ

13：00開演　大ホール

フラ団体10組
※東金市、山武市、大網白里市、九十九里町、芝山町、横芝光町に活

動拠点を置くアマチュアフラグループ。（1団体8分以内）
抽選会(申込み数が定員を超えた場合に実施）及び開催前打合せに
参加可能な方。開催告知チラシの配布・集客にご協力いただける方。
※指導者1名につき1団体申込み可能（複数申込み不可）
無料
6月1日（水）〜 6月12日（日）（9: 00 〜 17: 00）
募集要項の内容をご確認のうえ、所定の申込用
紙を東金文化会館窓口にご提出下さい。定員

（10組）を超えた場合は、抽選会を行います。
※募集要項・申込用紙は東金文化会館窓口、
　会館ホームページにて配布中。
東金文化会館   業務係   0475(55)6211

【募集内容】

【参加資格】

【参 加 費】
【申込受付期間】
【申込方法】

【お問合せ】

フラフェスティバル開催につき、参加団体を募集します。参加団体募集！

映画ドラえもん のび太の宇宙小戦争
リトルスターウォーズ2021

TOGANEシネマ vol.39

①10:00（開場9:30）
②13:30（開場13:00）
③16:30（開場16:00）
大ホール（上映時間107分）
全席自由  当日券のみ
一般 1,000円／
高校生以下（3歳以上） 700円

仲間がいれば、強くなれる―｡
小さな友だちと、大きな宇宙を守るため
ドラえもんたちの新たな大冒険が始まる!!

監督：山口晋
原作：藤子・Ｆ・不二雄
脚本：佐藤大

©藤子プロ・小学館・テレビ朝日・シンエイ・ADK 2021

7
18

月 祝

8
28

日
青島広志+千葉交響楽団
ファミリーコンサート in 東金  ー夏のプレゼントー

令和4年度県民芸術劇場

14：00開演　大ホール
全席指定  一般 2,000円／高校生以下 1,000円

〈チケットプレイガイド〉A ～ F
5月28日（土）発売開始
※未就学児のご入場はご遠慮いただきます。

【出演】指揮とお話：青島広志
テノール：小野つとむ　管弦楽：千葉交響楽団

「題名のない音楽会」、「世界一受けたい授業」などのTV番組でおな
じみの青島広志が千葉交響楽団とお贈りする夏のファミリーコン
サート。

〔予定曲目〕
メンデルスゾーン：真夏の夜の夢より  序曲  夜想曲  他
ストラヴィンスキー：バレエ音楽「火の鳥」より  王女たちのロンド  他
NHKみんなのうたより  おお、牧場はみどり、  おおブレネリ  他
ビゼー：アルルの女第２組曲よりメヌエット、ファランドール  他

©Gakken Plus © 金瀬胖
青島広志 小野つとむ 千葉交響楽団

プレゼント 4

7
10

日
江戸時代の歌謡曲 The 長唄コンサート
〜新進気鋭の演奏家達が奏でる日本の音色、その心〜

ようこそ邦楽！vol.1

14：30開演　小ホール
全席自由  一般 2,000円／高校生以下 1,000円

〈チケットプレイガイド〉A ～ F
好評発売中　※4歳未満のお子様のご入場はご遠慮願います。

【出演】

迫力の演奏はもちろん、和楽器紹介等わかりや
すいレクチャーも有り。終演後はプロ奏者による
ワークショップを開催！日本の伝統芸能、長唄の
魅力を“ 知る” “ 観る” “ 聴く” “ 触れる”ひととき。

梅屋貴音
（囃子方）

藤舎清穂
（囃子方）

望月太左乃
（囃子方）

望月美沙輔
（笛方）

今藤龍之右
（唄方）

杵屋勝英治
（唄方）

岡安喜代蘭
（唄方・司会）

今藤龍市郎
（三味線）

松永忠三郎
（三味線）

松永鉄六
（三味線）

花柳求典
典未結
典名津
典栄奈

（舞踊）

7
30 ・ 31

土 日

19：00より1組目スタート  大ホール他
1組につき 1,000円
※定員  各日5組

①19: 00   ②19:30   ③20: 00   ④20:30   ⑤21: 00
7月9日（土）9: 00より
会館ホームページの申込フォームよりお申し込みください。

劇団 Re:Start
夜の文化会館を探検・体験する東金文化会館オリジナルのバックステー
ジツアー！ 施設の裏側見学＋舞台技術操作体験＋ストーリー仕立ての肝
だめし!!

ナイトバックステージ ツアー
〜あやかし遭遇アドベンチャー〜

東金文化会館

☆家族単位の参加 =1組大人2名+ 子ども2名まで（未就学児含む場合は3名まで）
☆友人・グループでの参加 =1組3名まで
※小中学生のみでの参加はできません。
※以下の場合は保護者の参加承諾書(会館HP申込フォームに用意あり)が必要です。

①グループに含まれる大人が、参加小中学生の保護者でない場合。
②「高校生のみ」での参加。

【申 込 枠】
【申 込 受 付】
【申 込 方 法 】

【協　　 力 】

ときめき 4



東金文化会館チケット取扱いプレイガイド ※公演によってプレイガイドが異なります。アルファベットにて参照してください。
※プレイガイドによって営業時間、購入方法等が異なりますのでご注意ください。

9
11

日
まじっく・ふるうと
〜 0歳でもOK! みんなが楽しめる歌芝居〜

おやこdeオペラ

14：00開演　小ホール
全席自由  大人 1,600円

子ども（小学生以下） 1,000円
〈チケットプレイガイド〉A ～ F
好評発売中
※3歳未満は保護者1名につき、お子様1名までひざ上無料。
　席が必要な場合は有料。

【出演】二期会BLOCK千葉

毎年恒例、二期会BLOCK千葉
の制作協力による“ おやこde
オペラ”がやってきます。

A
B
C

☎ 0475-55-6211
☎ 0475-54-3511
☎ 0475-82-5222

東金文化会館
サンピア総合案内所
成東文化会館のぎくプラザ

D
E
F

☎ 0475-73-2178
☎ 0475-23-8585
☎ 0479-82-6326

大網白里アミリィ1F 吉井クリーニング
晶光堂茂原アスモ店
丸越楽器横芝松尾店

9
18

日 わくわく美術ワークショップ
－いろとあそぶ・かたちとあそぶ－

①10:00 ～  ②13:30 ～　会議室2
参加費  1,000円　※定員：各20名（先着順）

【講師】南隆一（造形作家・画家）

【申込方法】
会館ホームページの申込フォームか
ら、または所定の申込用紙を東金
文化会館窓口へご提出ください。

【お問合せ】
東金文化会館   業務係   0475 (55) 6211

身近にあるものを使って“ 石ころオブジェ ”や“ミニガラス絵 ”を作
る楽しいワークショップ。南先生と一緒に挑戦してみませんか。

10
1

土 〜子育てMAMA・PAPA 応援〜

“ハッチポッチ クインテット”
 ファミリーコンサート

11：00開演　大ホールホワイエ
全席自由  大人2,000円／大人ペア3,000円

子ども（小学生以下）  保護者同伴につき無料（要整理券）
〈チケットプレイガイド〉A ～ F
6月25日（土）発売開始

0歳からOK! パーカッションアンサンブ
ル5人組による楽しいコンサート。椅子
席、ソファ席、寝 そべってもOKのスペ
シャルシート席をご用意。気軽に、リラッ
クスして童謡からクラシックまで楽しく
美しい音楽をお楽しみいただけます。

〔予定曲目〕
剣の舞／幸せなら手をたたこう／アロハ・エ・コモ・マイ（リロ& スティッチより） 他

9
24

土 大会実況者、募集！
東金文化会館eスポーツ大会

「大会でゲーム実況をやってみたい！」方募集します！

東金文化会館 大ホール
TO-BUNトーナメント U-12  “t-1”
大乱闘スマッシュブラザーズSPECIAL
(Nintendo Switch)
中学生以上、無償でご協力いただける方。

（交通費自己負担）
※グループでの応募も可。
お電話にて申し込みください。
定員( 先着順5名程度 )に達し次第〆切。
東金文化会館 0475-55- 6211

【会 　 　 場 】
【大 会 名 】
【使 用 ゲ ーム 】

【応 募 資 格 】

【応 募 方 法 】

【申込・問い合わせ】

10
23

日

14：00開演　小ホール
全席指定  一般 3,000円

〈チケットプレイガイド〉A ～ F
7月23日（土）発売開始

【出演】柳家花緑、柳家吉緑、鏡味味千代

スピード感溢れる歯切れの良い語り口で人気の
柳家花緑、その弟子であり、今年の第21回さがみ
はら若手落語家選手権で優勝した柳家吉緑（東
金市出身）、寄席でおなじみの大神楽曲芸を披露
する鏡味味千代が出演。日本の伝統を通して皆
様に幸運を呼び込みます。

柳家花緑 柳家吉緑

鏡味味千代

The 秋の東金寄席 2022
〜柳家花緑、柳家吉緑、鏡味味千代〜

プレゼント 5

12
25

日 2022TO-BUNクリスマス合唱団
参加者募集！

12月25日(日) 14:30開演予定

ソプラノ・アルト各20名、テノール・バス各10名

4, 500円（合唱団運営費を含む）

8月6日（土）〜 15回程度予定
※詳細は募集要項（文化会館窓口
　にて配布）をご覧ください。

7月9日（土）より

【公 演 日 時 】

【募 集 人 員 】

【参 加 費 】

【練 習 日 程 】

【募 集 期 間 】

※詳細は募集要項（文化会館HP、窓口にて配布予定）をご確認ください。

東金文化会館四季彩コンサート －冬－  TO-BUNクリスマスコンサート
～コーラスに包まれる午後のひととき、ハートウォーミングクリスマス～

に向けて「2022TO－BUNクリスマス合唱団」の参加者を募集します。

ときめき5

syogai
線

syogai
線

syogai
線


syogai
線


syogai
テキスト ボックス
令和５年４月８日（土）に延期

syogai
線

syogai
線




イベント＆タウン情報
Event & Town Information

東金アリーナ関連のスポーツ案内

あすなろチャレンジ・アップクラブ（午前・午後クラス）、流れるヨガ教室（火曜・金曜クラス）、ステップ教室、スローステップ教室（土
曜クラス）、ダンベルエアロビクス教室、青竹体操教室、アリーナ元気塾、アクティブシニア塾、スポーツ吹矢教室（木曜・土曜クラ
ス）、触覚ボール・セルフケア教室、初級エアロビクス教室（水曜・土曜クラス）、中級エアロビクス教室

申込・問い合わせ先：東金アリーナ  ☎0475-50-1715
ホームページ：http://togane-bunspo.or.jp/arena/　E-mail：arena@togane-bunspo.or.jp
※各教室では、運動のできる服装·汗拭き用タオル·水分補給用飲み物等をご持参ください。　　 
※募集は、広報·東金アリーナHPなどでお知らせ致します。開催の途中でも定員に満たない場合は、参加可能です。
※上記、詳細について変更になる場合があります。
※新型コロナウイルス感染対策を実施していますので、参加される方はご協力をお願いいたします。
※定員に満たない場合は、中止になる場合がありますのでご了承ください。

■ 一般向け
太極拳教室、ノルディックウォーキング教室、健康ヨガ教室、卓球教室、50才からの空手教室

■ 小学生向け
東金Jrフットサル教室、エンジョイベースボール教室、スキルアップベースボール教室、ジュニア陸上教室

申込・問い合わせ先：東千葉スポーツクラブ  ☎080-3453-3398
ホームページ：https://www.hc-sports.org
※詳細は、東千葉スポーツクラブへお問い合わせください。
※新型コロナウイルス感染対策を実施していますので、参加される方はご協力をお願いいたします。
※各教室では、運動のできる服装·汗拭き用タオル·水分補給用飲み物等をご持参ください。

東金アリーナ教室事業案内

東千葉スポーツクラブ教室事業案内（東金アリーナ共催事業）

成東・東金食虫植物群落のイベント
【問い合わせ】　成東・東金食虫植物群落を守る会（管理棟）　☎0475- 82- 4871 (10:00 ～ 16:00）

夏の時期は、多くの食虫植物が花を咲かせます。見ごろを迎える植物を観察しながら、季節を感じてみませんか。

● 日　時　7月23日（土）・24日（日）  10: 00 〜 11: 30
● 会　場　成東・東金食虫植物群落

夏の観察会

夏休みの宿題にピッタリなイベント！食虫植物の観察を親子でしてみませんか。

● 日　時　8月6日（土）・7日（日）  10: 00 〜 11: 30
● 対　象　小学3年生〜 6年生及びその保護者
● 会　場　成東・東金食虫植物群落

夏休み食虫植物親子教室週間

どちらも参加費無料。非常に暑い時期なので、帽子・飲み物の持参をオススメします。
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イベント＆タウン情報
Event & Town Information

としょかんこどもフェスタ
【問い合わせ】　東金図書館　☎0475-50-1190

おはなし会、手作り絵本教室、工作あそび、おすすめ本の展示など

● 日　時　7月23日（土）  10: 00 〜 15: 00
● 場　所　東金図書館
● 対　象　小学生・就学前児童
※開催日時や内容が変更または中止となる場合があります。

また、参加は申込制となります。詳細については、市ホー
ムページ等でお知らせします。

おはなし会 工作あそび

東金こども科学館 イベント案内

開 催 日 　　活　　 動　　 名

7/16(土 )

夏  

季  

特  

別  

展

・巡回展「星座展－－ギリシャ神話からキトラ古墳まで」  【参加費】入場自由    【会場】展示室
・科学体験教室「アマチュア無線体験!」  【参加費】無料    【時間】 10: 00 〜 15:30    【会場】科学館

★「ミュージカルショー（みんなで歌おう！）」（共催：劇団サンブステップス）
【参加費】入場自由    【時間】①11: 00  ②13: 00  ③15: 00    【会場】小ホール

7/17(日)

・巡回展「星座展－－ギリシャ神話からキトラ古墳まで」  【参加費】入場自由    【会場】展示室
・科学体験教室「アマチュア無線体験!」  【参加費】無料    【時間】 10: 00 〜 15:30    【会場】科学館　

★映画＆ミュージカルショー  （共催：山武郡市視聴覚教材センター、協力：劇団サンブステップス）
映画  10: 00  ミッキーのゴルフ、プルートの魔法のランプ、おじゃる丸ほか
ミュージカルショー  ①13: 00  ②15: 00

【参加費】無料    【会場】小ホール　申込は山武郡市広域行政組合ホームページをご覧ください。

7/18(月祝 )

・巡回展「星座展－－ギリシャ神話からキトラ古墳まで」  【参加費】入場自由    【会場】展示室
・科学体験教室「アマチュア無線体験!」  【参加費】無料    【時間】 10: 00 〜 15:30    【会場】科学館

映画ドラえもん のび太の宇宙小戦争 リトルスターウォーズ2021
当日券のみ   一般1, 000円  高校生以下（3歳以上）700円

8/16(火 )
★「親子映像工作教室」（共催：山武郡市視聴覚教材センター）

【参加費】無料    【時間】13:30    【定員】20名    【会場】東金文化会館第二会議室
申込は山武郡市広域行政組合ホームページをご覧ください。

8/18(木) 科学工作教室「ガラスのペンダントを作ろう！」茂串圭男氏（越谷北高校教諭）
【参加費】500円    【時間】各日①11: 00  ②11:30  ③13: 00  ④13:30  ⑤14: 00  ⑥14:30  ⑦15: 00
【会場】展示室
※保護者（父兄）も参加できます。応募フォームの「学校名」に「保護者」と記入ください。

8/19(金 )

8/20(土 )

【問い合わせ】　東金こども科学館(東金市八坂台１丁目2107-3)
☎0475-55- 6211 ／ FAX 0475-55- 6216 ／ホームページ http://www.tsc.tobunspo.or.jp

申込方法:東金こども科学館ホームページ（http://www.tsc.tobunspo.or.jp）の教室案内（右QRコードも可）
専用フォームから、またはFAX （0475-55- 6216）で①希望教室名②参加児童氏名③学校名④学年⑤電話番号
を明記の上ご応募下さい。受付は開催日の2 ヶ月前から、応募は各教室1人1回のみ。開催日の2週間前に抽選
し参加可能者にメール又は電話連絡します。
新型コロナウイルス感染防止のため状況により止むを得ず中止・計画変更する場合があります。ご了承ください。

親（保護者）子参加が原則で、定員のあるものは事前応募です。

★おもちゃの病院   毎月、第2、4日曜日  13:00 ～15:30   修理部品代実費かかります。ボランティアドクター募集中！
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イベント＆タウン情報
Event & Town Information

リカちゃんとラボ「親子で遊べる科学教室」

開 催 日 　　活　　 動　　 名

7/3(日)
自然科学教室「ハチミツのひみつ」中村貴一氏（養蜂業）

【参加費】600円      【時間】13:30      【定員】20名       【会場】東金文化会館第二会議室

7/16(土 )
科学工作教室「ブーメランを飛ばそう！」夢化学実験隊

【参加費】100円      【時間】①11: 00  ②13:30      【定員】各20名       【会場】東金文化会館第二会議室

7/17(日)
科学工作教室「リモコンカブトムシを作ろう！」おもちゃの病院ドクター

【参加費】1, 000円      【時間】①10: 00  ②13:30      【定員】各12名       【会場】東金文化会館第二会議室　

7/23(土 )
科学体験教室「地球の秘密を木の葉化石で探ろう！」新和宏氏（千葉市科学館）

【参加費】500円      【時間】13:30      【定員】20名       【会場】東金文化会館第二会議室

8/14(日)
科学実験教室「大きなシャボン玉を飛ばそう！」夢化学実験隊

【参加費】100円      【時間】①11: 00  ②13:30      【定員】各20名       【会場】東金文化会館第二会議室

8/27(土 )
科学工作教室「ペットボトルロケット教室」豊田敏政氏、久我敦彦

【参加費】500円      【時間】13:30      【定員】20名       【会場】東金文化会館第二会議室、駐車場

9/3(土 )
科学工作教室「陶器のふしぎ」 中村貴一氏、積田正弘氏    ①成型、②10/15( 土 )絵付け、③11/12( 土 )窯開け

【参加費】400円（3回通し）      【定員】30名       【会場】東金文化会館第二会議室、起山窯

9/4(日)
科学実験教室「スライムを作ろう！」 夢化学実験隊

【参加費】100円      【時間】①11: 00  ②13:30      【定員】各20名       【会場】東金文化会館第二会議室

9/10(土 )
科学工作教室「マーブルロケットを飛ばそう！」 豊田彩人氏（山形大学工学部）

【参加費】500円      【時間】13:30      【定員】33名       【会場】東金文化会館第二会議室、駐車場

9/19(月祝 )
科学実験教室「振り子のふしぎ」夢化学実験隊 

【参加費】100円      【時間】①11: 00  ②13:30      【定員】各20名       【会場】東金文化会館第二会議室　

10/1(土)
科学体験教室「超音波でおなかの中を見てみよう！」 宮川国久氏（医師）

【参加費】100円      【時間】13:30      【定員】30名       【会場】東金文化会館第二会議室

10/23(日)
自然観察「房総の海岸で化石を探そう！」加藤久佳氏（千葉県立中央博物館）

【参加費】100円      【時間】10: 00      【定員】20名       【会場】東金文化会館第二会議室、富津市海岸

【問い合わせ】　東金こども科学館内(東金市八坂台１丁目2107-3)
☎0475-55- 6211 ／ FAX 0475-55- 6216 ／ホームページ http://www.rlabo.tobunspo.or.jp

申込方法:リカちゃんとラボホームページ（http://www.rlabo.tobunspo.or.jp）の教室案内（右QRコードも
可）専用フォームから、またはFAX （0475-55- 6216）で①希望教室名②参加児童氏名③学校名④学年⑤電話
番号を明記の上ご応募下さい。受付は開催日の2 ヶ月前から、応募は各教室1人1回のみ。開催日の2週間前に
抽選し参加可能者にメール又は電話連絡します。親（保護者）子参加が原則です。会場はおもに東金文化会館
第二会議室です。止むを得ず計画を中止・変更する場合があります。
★「リカちゃんとラボ」は「理科、ちゃんと実験室」の意の任意団体で事務所は東金こども科学館内です。

主催：リカちゃんとラボ（代表：久我敦彦）　協力:（公財）東金文化・スポーツ振興財団
後援：東金市、東金市教育委員会
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＊ときめきインフォメーション

参考 ： 『東金市史  総集編5』参考 ： 『東金市史  総集編5』

ときめき9



と
う
が
ね

と
う
が
ね

歴
史
歴
史

ば
な
史

ば
な
史

と
う
が
ね

と
う
が
ね

歴歴
史史

ば
な
ば
な
史史
T O G A N E
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東金市デジタル歴史館で見る東金市デジタル歴史館で見る

「古文書の世界」「古文書の世界」

文：鑓田 千尋

　

古
文
書
や
民
具
、
絵
画
な
ど
、
今
を
生
き
る
私
た
ち
に
当
時
の
生
活
や
風
習
を
教
え
て
く
れ
る
「
史
料
」。

筆
者
は
史
料
を
調
査
分
析
し
、
昔
の
東
金
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
、
昔
の
人
が
ど
の
よ
う
な
生
活

を
送
っ
て
い
た
の
か
等
を
探
る
こ
と
も
や
っ
て
い
ま
す
。

　

史
料
の
な
か
で
も
、
古
文
書
は
様
々
な
出
来
事
を
文
字
で
教
え
て
く
れ
ま
す
。
時
代
に
よ
っ
て
は
く
ず
し
字

を
解
読
す
る
必
要
は
あ
り
ま
す
が
、
解
読
で
き
れ
ば
当
時
の
出
来
事
が
わ
か
る
貴
重
な
史
料
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
東
金
市
デ
ジ
タ
ル
歴
史
館
で
紹
介
し
て
い
る
古
文
書
を
題
材
に
、
古
文
書
か
ら
ど
の
よ
う
な
世
界

が
見
え
る
の
か
を
紹
介
し
ま
す
。

　「北条伝馬手形」は天正1 1（1 583）年、日
殷上人という人物が京都から東金に向かう

際、小田原北条氏より与えられたものです。
「小田原から東金まで、伝

てん

馬
ま

3匹の使用を許
可」「伝馬の使用料も1里につき1銭免除」と

いうことが書かれています。
　伝馬とは、主要な道路に置かれた「宿駅」
という拠点に、人やモノの輸送のために常駐
された馬のことです。小田原から東金まで

の宿駅の伝馬を使ってよい、という内容です

が、この手形自体がいわゆる通行許可証の

役割を持っており、実質小田原東金間の通行許可になっています。
　小田原も東金も、当時は小田原北条氏の勢力圏内でした。今でこそ自由に日本
各地を移動できますが、天正1 1年当時は、勢力圏内での通行をするために許可が

必要だったことがわかります。

昔の通行許可証

神輿の一部が盗まれた!?

「北
ほう

条
じょう

伝
てん

馬
ま

手
て

形
がた

」

「五
ご

ヶ
か

村
そん

民
みん

神
しん

山
さん

王
のう

神
み

輿
こし

堂
どうの

鍵
かぎ

」

　この古文書は文政2（1819）年、台方村の太郎左衛門という人物が奉行所に宛てて送ったも

のです。「勝五郎が神輿堂に侵入し、神輿の蕨
わらび

手
で

を勝手に持ち出した」「勝五郎は金に困って

蕨手を質に入れたと言っている」「勝五郎は蕨手を戻そうとしてくれない」「このまま蕨手が欠
けた状態ではお祭りに参加できないので、お奉行様のお慈悲をお願いしたい」ということが書
かれています。
　勝五郎という人物が、蕨手（神輿の屋根の四隅にある飾り）を持ち出し質に入れた、という

事件が起こったことがわかります。事件の内容もさることながら、更に注目すべきは「お祭り」
のことです。便宜上お祭りと書きましたが、実際古文書には「山王神輿」と書かれています。
これは現在「日吉神社連合祭典」と呼ばれているお祭りです。つまり文政2年当時も日吉神
社連合祭典が行われていたことがわかる古文書なのです。

　今回は2つの古文書を紹介しましたが、東金市デジタル歴史館には他に
も古文書が掲載されています。ご興味がありましたら、他の古文書を見
て、当時の東金を覗いてみてはいかがでしょうか。
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ー
良
太
の
日
記
か
ら
ー

　

三
人
兄
弟
の
末
っ
子
だ
っ
た
僕
を
可
愛

が
っ
て
く
れ
た
曾そ
う

祖そ

母ぼ

は
、僕
（
良
太
）が

小
学
生
な
っ
た
年
の
夏
に
他
界
し
た
。
享
年

九
十
五
歳
だ
っ
た
。

　
祖
父
母
は
早
死
に
で
僕
の
父
は
こ
の
曾
祖

母
に
育
て
ら
れ
た
の
だ
。

　
曾
祖
母
が
倒
れ
た
の
は
亡
く
な
る
一ひ
と

月つ
き

ほ

ど
前
だ
っ
た
。

　
病
院
に
担
ぎ
込
ま
れ
一
時
は
持
ち
直
し
た

が
、僕
が
学
校
帰
り
に
見
舞
う
と
、

「
お
や
、浩
一
か
い
。
学
校
は
終
わ
っ
た
の
か
い
」

と
聞
い
た
。
浩
一
と
い
う
の
は
僕
の
父
の
名

だ
。

「
婆
ち
ゃ
ん
、ふ
ざ
け
て
ん
の
？
」

付
き
添
い
を
し
て
い
た
母
に
聞
い
た
。
母
は
、

「
婆
ち
ゃ
ん
は
神
様
に
な
っ
た
ん
か
な
」

と
笑
い
な
が
ら
言
っ
た
。

冗
談
を
言
っ
て
明
る
く
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

と
思
っ
た
僕
は
、

「
神
様
に
な
っ
た
ん
か　
婆
ち
ゃ
ん
。
す
ご
い

じ
ゃ
ん
」

意
味
も
な
く
言
っ
た
。

す
る
と
買
い
物
の
手
伝
い
か
ら
帰
っ
て
い
た

五
つ
上
の
兄
が
、

「
バ
カ
か
、こ
の
ち
び
。
こ
こ
が
神
様
に
な
っ

た
ん
だ
よ
」

そ
う
言
っ
て
僕
の
頭
を
小
突
き
、帰
り
が
け

に
一
言
、ま
た
『
バ
ア
カ
』と
言
っ
て
出
て

行
っ
た
。
頭
が
神
様
に
な
っ
た
と
は
何
な
の

だ
ろ
う
。

神
様
に
な
っ
た
の
な
ら
一
つ
試
し
て
み
よ
う

か
と
そ
の
時
思
っ
た
。

　
ポ
ケ
ッ
ト
に
は
五
百
円
玉
が
あ
っ
た
。
先

日
見
舞
い
に
来
た
叔
父
が
く
れ
た
も
の
だ
っ

た
。
そ
の
五
百
円
を
新
聞
紙
の
切
れ
端
に
包

む
と
、そ
っ
と
曾
祖
母
の
枕
の
下
に
忍
ば
せ
、

千
円
に
増
や
し
て
下
さ
い
と
念
じ
た
。

　
翌
日
だ
っ
た
。
学
校
帰
り
に
曾
祖
母
を
見

舞
う
と
、母
は
洗
濯
物
を
干
し
に
外
に
出
て

い
た
。

そ
の
す
き
に
曾
祖
母
の
枕
の
下
に
手
を
入
れ

る
と
、一
枚
の
封
筒
が
出
て
き
た
。

新
聞
紙
で
は
な
い
。

恐
る
恐
る
封
筒
を
開
く
と
、何
と
千
円
札
が

二
枚
入
っ
て
い
た
。

本
当
に
増
や
し
て
く
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

「
婆
ち
ゃ
ん
、増
や
し
て
く
れ
た
ん
か
」

僕
は
小
声
で
聞
い
た
が
、目
を
閉
じ
た
ま
ま

返
事
は
な
い
が
、心
な
し
か
頷う

な
ずい

た
よ
う
に

思
え
た
。
母
が
病
室
に
帰
っ
て
き
た
。
僕
は

何
食
わ
ぬ
顔
で
空
腹
を
訴
え
た
。

そ
の
時
近
所
の
人
が
数
人
見
舞
い
に
来
た
。

「
う
ち
に
帰
っ
て
姉
ち
ゃ
ん
に
ム
ス
ビ
で
も

作
っ
て
貰も
ら

っ
た
い
」

そ
う
言
っ
て
追
い
返
さ
れ
た
。

「
小
学
生
に
な
っ
た
の
に
、挨
拶
一
つ
で
き
な

く
て
」

そ
ん
な
母
の
声
が
後
ろ
か
ら
追
い
か
け
て
き

た
。

　
家
に
帰
る
と
嫁
に
行
っ
た
ば
か
り
の
姉
が

来
て
い
て
ム
ス
ビ
を
作
っ
て
く
れ
た
。
食
べ

な
が
ら
、

「
姉
ち
ゃ
ん
、神
様
っ
て
本
当
に
い
る
の
か
な

あ
」と
聞
い
て
み
た
。
す
る
と
姉
は
、

「
い
る
と
思
え
ば
い
る
だ
ろ
う
し
、い
な
い
と

思
え
ば
い
な
い
だ
さ
」

訳
の
分
か
ら
な
い
返
事
を
し
た
。

「
婆
ち
ゃ
ん
は
神
様
に
な
っ
た
ら
し
い
」

と
い
う
と
、

「
バ
カ
だ
ね
え
良
太
は
。
そ
れ
よ
り
か
宿
題
が

あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
い
」

そ
う
言
っ
て
相
手
に
し
て
く
れ
な
か
っ
た
。

　
そ
の
夜
、母
は
病
院
か
ら
帰
っ
て
来
た
が
、

お
金
の
こ
と
は
何
も
言
っ
て
は
い
な
か
っ
た
。

　
僕
は
後
ろ
め
た
さ
と
不
気
味
さ
の
あ
る
そ

の
金
は
使
う
こ
と
も
出
来
ず
、引
き
出
し
の

奥
に
し
ま
い
込
ん
だ
。

  

そ
ん
な
事
が
あ
っ
て
半
月
後
、曾
祖
母
は
亡

く
な
っ
た
。

　
母
と
叔
母
が
台
所
の
隅
で
泣
い
て
い
た
の

を
覚
え
て
い
る
。

父
の
祖
母
な
の
に
な
ぜ
母
が
悲
し
が
る
の
か

不
思
議
だ
っ
た
。

　

通
夜
の
夜
。
お
坊
さ
ん
が
帰
っ
た
後
で
、

三
人
の
叔
父
や
叔
母
の
ご
主
人
達
が
酒
を
飲

ん
で
い
た
。
飲
み
な
が
ら
父
が
言
っ
た
。

「
歳
に
は
不
足
は
ね
え
け
ど
も
。
い
い
婆
ち
ゃ

ん
だ
っ
た
よ
。

　
嫁
を
大
事
に
し
て
く
れ
て
。

　
そ
う
だ
。
俺
達
孫
四
人
に
残
し
て
い
っ
た

物
が
あ
る
ん
だ
。
こ
れ
だ
け
ど
な
」

そ
う
言
っ
て
父
は
巾
き
ん
ち
ゃ
く
ぶ
く
ろ

着
袋
を
取
り
出
し
た
。

そ
の
中
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
四
人
の
孫
達
の
名

前
を
書
い
た
茶
封
筒
が
四
つ
出
て
き
た
。

　

封
筒
の
表
に
は
『
二
千
両
』と
書
か
れ
て

い
た
。
中
に
は
千
円
札
が
二
枚
ず
つ
入
っ
て

い
た
。

病
院
で
母
に
作
ら
せ
た
物
ら
し
い
。

「
二
千
両
か
。
婆
ち
ゃ
ん
に
は
大
金
に
思
っ
た
ん

だ
ろ
う
な
あ
。
記
念
だ
か
ら
貰
っ
て
行
く
よ
」

　
叔
父
達
は
自
分
の
名
の
書
か
れ
た
封
筒
を

受
け
取
っ
た
。
僕
が
持
っ
て
い
る
二
千
円
は

こ
の
中
の
一
つ
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
一
つ
足
り
な
か
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
か
と

不
安
が
よ
ぎ
っ
た
が
、四
人
は
皆
受
け
取
っ

た
よ
う
だ
っ
た
。

　
や
は
り
あ
れ
は
僕
に
く
れ
た
物
だ
と
思
い

『
婆
ち
ゃ
ん
有
り
難
う
』と
心
の
中
で
礼
を

言
っ
た
。

そ
の
時
部
屋
に
夜
蝉
が
舞
い
込
ん
で
来
て
ジ

ジ
ジ
と
鳴
い
た
。

「
婆
ち
ゃ
ん
の
生
ま
れ
変
わ
り
だ
。

　
逃
が
し
て
や
れ
」

父
が
言
っ
た
。

神
様
に
な
っ
た
婆
ち
ゃ

ん
は
、今
度
は
蝉
に
変

身
し
た
ん
だ
と
、そ
の

時
思
っ
た
。

　
あ
の
時
の
二
千
円
は

三
十
年
経
っ
た
今
も
机

の
奥
に
眠
っ
て
い
る
。

＊ リーフノベルとは…原稿用紙4枚分、つまり1600字以内に収める超短編小説で、新しいジャンルです。

神
様
に
な
っ
た
婆
ち
ゃ
ん

文
・
高
安
義
郎

絵
・
芝
　
章
一

と
き
め
き
リ
ー
フ
ノ
ベ
ル
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東
金
市
を
舞
台
に
し
た
ご
当
地
手
作
り
ゆ
る
ア
ニ

メ
『
と
ー
が
ね
！ 

お
ま
つ
り
部
』が
チ
バ
テ
レ
（
千

葉
テ
レ
ビ
放
送
）の
深
夜
枠
で
毎
週
放
映
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

毎
回
放
送
は
約
15
分
足
ら
ず
の
内
容
で
、東
金
の

見
慣
れ
た
景
色
が
実
写
で
背
景
に
使
わ
れ
て
い
て
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
表
情
の
部
分
だ
け
が
展
開
す
る

F
L
A
S
H
ア
ニ
メ
に
近
い

作
風
で
作
ら
れ
て
い
る
あ
た

り
か
ら
、「
ゆ
る
ア
ニ
メ
」と

い
う
呼
ば
れ
方
を
し
て
い
る

よ
う
で
す
。

　

ア
ニ
メ
は
東
金
の
商
店
街

や
観
光
協
会
を
は
じ
め
市
役

所
の
全
面
協
力
に
よ
っ
て
制

作
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

番
組
制
作
に
あ
た
り
、東
金
商
店
街
連
合
協
同
組

合
（
東
商
連
）の
理
事
長
の
鈴
木
真
也
さ
ん
が
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
深
く
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
ま
す
。

　

鈴
木
さ
ん
は
山
武
市
の
出
身
・
在
住
で
、商
店
街

の
組
合
に
は
ダ
イ
ニ
ン
グ
バ
ー
K
J
と
し
て
８
年

前
か
ら
関
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
昨
年
の
５
月
か
ら
理

事
長
に
就
任
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
改
め
て
商
店

街
付
近
の
寺
社
な
ど
を
散
策
し
て
自
然
や
歴
史
的
な

背
景
を
活
か
し
た
町
お
こ
し
が
で
き
な
い
か
と
考
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

鈴
木
理
事
長
は
ま
た
、空
き
店
舗
に
新
し
い
出
店

者
が
現
れ
る
よ
う
に
積
極
的
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広

げ
て
、自
ら
も
駅
前
に
「
リ
ア
ン
ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
」

と
い
う
イ
チ
ゴ
飴
の
店
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

い
ま
の
商
店
街
は

１
０
０
年
以
上
の
歴
史

を
も
つ
老
舗
と
、当
地
に

ま
っ
た
く
縁
の
な
い
新
規
出
店

者
と
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
混
在

し
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
イ
ベ
ン
ト
や
外
国
人
に

ア
ピ
ー
ル
す
る
国
際
交
流
イ
ベ

ン
ト
な
ど
地
縁
だ
け
に
こ
だ
わ

ら
な
い
企
画
で
催
し
を
主
催
す

る
な
ど
、商
売
人
な
ら
で
は
の

自
由
な
気
質
が
醸
成
さ
れ
つ
つ

あ
り
ま
す
。
い
っ
ぽ
う
で
昔
な

が
ら
の
東
金
の
イ
メ
ー
ジ
も
残

し
て
い
き
た
い
と
、廃
屋
同
然

だ
っ
た
旧
多
田
屋
書
店
界
隈
の

文
化
財
的
な
建
物
を
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
し
て
再
生
す
る
取
り
組

み
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。
最
近

で
は
、国
登
録
有
形
文
化
財
八

鶴
館
の
保
存
会
立
ち
上
げ
に
も

大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

４
月
か
ら
毎
週
放
映
中
！

仕
掛
け
人
は
商
店
街
の
理
事
長

新
旧
が
混
在
す
る

商
店
街
の
気
質

■放送情報

チバテレ: 2022年4月4日（月）より

毎週月曜日25:14 〜

「NEXT TV チバドコロ」内で放送
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監督: 鈴村展弘

シリーズ構成: 塩味鷹虎
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プランニングマネージャー : 中島弘道

音響監督・キャスティング: 和田拓

音楽: 出口遼

製作: とーがね!製作委員会

［キャスト］

栃野みのり: 工藤晴香

景勝ゆりか: 岡本麻衣
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岡田いおな: 葉月ひまり
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『
と
ー
が
ね
！ 

お
ま
つ
り
部
』は
、お
祭
り
が
大
好

き
な
主
人
公
・
栃
野
み
の
り
と
同
級
生
の
女
子
高
生

仲
間
ら
で
、町
か
ら
消
え
て
し
ま
っ
た
お
祭
り
を
復

活
さ
せ
て
、か
つ
て
町
の
商
業
の
中
心
で
あ
っ
た
駅

の
西
側
を
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と
時
に
ゆ
る
く
、時

に
熱
く
奮
闘
す
る
ス
ト
ー
リ
ー
。

　

も
ち
ろ
ん
物
語
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
す
が
、こ
れ

を
見
守
る
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
の
想
い
が
重
な
っ
て

映
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
が
遠
ざ
か
っ
て
い
た

本
物
の
お
祭
り
が
実
現
し
て
、ご
当
地
「
ゆ
る
ア
ニ

メ
」の
盛
り
上
が
り
が
、広
く
東
金
の
発
信
に
繋
が

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
文
責
：
宮
原
政
志
）

『とーがね！ おまつり部』公式 Twitter ● https://twitter.com/togane_omatsuri TЯicKY オフィシャルサイト ● https://www.kizokunotori.com/

　

そ
う
や
っ
て
４
月
が
や
っ
て
き
て
、ア
ニ
メ
放
映

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
T
Я
i
c
K
Y
さ
ん
は

折
に
ふ
れ
て
東
金
を
訪
れ
、ラ
イ
ブ
を
開
催
し
た
り

ビ
ラ
を
配
っ
た
り
し
て
、ア
ニ
メ
の
挿
入
歌
に
な
っ

た
「
東
金
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
」の
歌
を
P
R
し
て

い
ま
す
（
ア
ニ
メ
の
中
に
も
T
Я
i
c
K
Y
さ
ん

そ
っ
く
り
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も
登
場
し
ま
し
た
）。

道
の
駅
み
の
り
の
郷
東
金
で
は
ア
ニ
メ
に
ち
な
ん
だ

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
が
売
ら
れ
、日
吉
神
社
で
は
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
入
っ
た
御
朱
印
が
配
ら
れ
ま
し
た
。

　

チ
バ
テ
レ
を
観
る
こ
と
が
で
き
な
い
ア
ニ
メ
フ
ァ

ン
の
た
め
に
、放
映
日
翌
日
か
ら
１
週
間
限
定
で

Y
o
u
T
u
b
e
で
公
開
す
る
こ
と
で
、よ
り
広
域

で
話
題
が
広
が
っ
て
い
る
よ
う
で
関
東
圏
で
は
な
い

地
方
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
「
聖
地
巡
礼
」に
や
っ
て
く
る

熱
心
な
フ
ァ
ン
ま
で
現
れ
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
あ
る
日
、
T
Я
i
c
K
Y
さ
ん
が
町
お

こ
し
の
ア
ニ
メ
企
画
を
し
て
い
る
制
作
会
社
を
紹
介

し
て
く
れ
ま
し
た
。
内
容
は
背
景
を
地
域
の
実
写
を

用
い
て
作
成
す
る
も
の
で
、ど
こ
の
町
で
も
比
較
的

低
予
算
で
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で

し
た
。
鈴
木
理
事
長
は
東
金
の
歴
史
や
自
然
な
ど
、

魅
力
を
発
信
で
き
る
ア
ニ
メ
事
業
に
可
能
性
を
感
じ

て
、実
現
へ
向
け
て
ス
ポ
ン
サ
ー
探
し
に
奔
走
し
ま

す
。
当
初
は
雲
を
掴
む
よ
う
な
交
渉
ば
か
り
で
し
た

が
、市
商
工
観
光
課
の
協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
た

あ
た
り
か
ら
一
気
に
協
力
者
が
増
え
て
実
現
に
至
り

ま
し
た
。

　

あ
る
日
「
い
ま
創
作
し
て
い
る
歌
の
イ
メ
ー
ジ
に

つ
い
て
相
談
し
た
い
」と
、東
商
連
の
S
N
S
に
ダ

イ
レ
ク
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
き
ま
し
た
。「
東
金
タ

イ
ム
カ
プ
セ
ル
と
い
う
曲
を
作
っ
て
み
た
の
で
一
緒

に
広
め
て
ほ
し
い
」と
相
談
し
て
き
た
の
は
、独
特
な

風
貌
と
ユ
ニ
ー
ク
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
活
動
し
て
い

る
歌
手
の
T
Я
i
c
K
Y
（
ト
リ
ッ
キ
ー
）さ
ん
で

し
た
。
T
Я
i
c
K
Y
さ
ん
自
身
も
ま
た
、東
金
に

縁
も
ゆ
か
り
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ラ
ー
メ
ン
好
き
が
高

じ
て
、た
ま
た
ま
市
内
の
「
ぐ
う
ら
ー
め
ん
」に
立
ち

寄
っ
た
時
に
楽
曲
の
イ
メ
ー
ジ
が
わ
い
て
き
て
、作

り
始
め
た
曲
を
完
成
さ
せ
た
く
て
市
役
所
に
問
い
合

わ
せ
た
り
し
な
が
ら
リ
サ
ー
チ
を
し
て
い
る
中
で
、

東
商
連
の
活
動
を
知
り
、思
い
切
っ
て
問
い
合
わ
せ

を
し
て
み
た
の
だ
そ
う
で
す
。
そ
う
や
っ
て
昨
年
の

秋
に
楽
曲
「
東
金
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
～
コ
コ
ロ
ノ
ヒ

ミ
ツ
～
」が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、旧
多
田

屋
店
舗
の
「
サ
ン
ト
ス
・
カ
フ
ェ
」を
舞
台
に
制
作

さ
れ
た
M
V
（
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
ビ
デ
オ
）に
は
鈴

木
理
事
長
自
ら
が
出
演
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

思
い
が
け
ず
フ
ァ
ン
が
増
え
て
き
ま
し
た

ア
ニ
メ
実
現
へ
の
道
の
り

T
Я
i
c
K
Y
と
の
め
ぐ
り
あ
い

東金市を舞台にしたご当地アニメ「とーがね！ おま

つり部」の放映がチバテレではじまりました。物語
は、東金駅西側の商店街を再び盛り上げようと女子
高生たちが奮闘するというもの。魅力的な登場人物
に加え、有名な声優陣、実写で紹介される市内観光
スポットなど魅力満載。年齢を問わず楽しめる、特
に東金市民は必見！のアニメです。

やっさくん

八鶴館にてチャリティコンサートを敢行しました
（5月28日）

ミュージック・ビデオより

アニメにも登場した
TЯicKYさん

日吉神社の御朱印「みのりの郷東金」の壁面に
等身大のキャラクターが登場！

おまつり部チョコ

Animation

Togane! Omatsuribu

東金東金をを舞台舞台ににしたした
ご当地ご当地「「ゆるアニメゆるアニメ」」
放映中放映中！！

東金東金をを舞台舞台ににしたした
ご当地ご当地「「ゆるアニメゆるアニメ」」
放映中放映中！！
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前
回
の
「
子
ど
も
の
本
箱
」で
、小
学
校
で
の
読

み
聞
か
せ
が
少
し
ず
つ
再
開
さ
れ
て
い
る
と

書
き
ま
し
た
が
、そ
の
矢
先
、「
蔓
延
防
止
措
置
」の
た

め
に
「
朝
の
本
読
み
」は
ま
た
休
止
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
年
度
の
ま
と
め
の
時
期
に
子
ど
も
た
ち
と

本
を
つ
な
ぐ
活
動
が
尻
切
れ
ト
ン
ボ
に
な
っ
て
が
っ

か
り
。
そ
れ
で
も
、な
に
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と

考
え
、「
日
吉
台
小
絵
本
大
賞
」と
銘
打
っ
て
、絵
本
の

人
気
投
票
を
企
画
し
ま
し
た
。

　

朝
の
本
読
み
で
扱
っ
た
絵
本
の
な
か
で
人
気
の

あ
っ
た
も
の
を
二
十
冊
選
び
、ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し

て
、先
生
方
の
ご
協
力
の
も
と
教
室
に
掲
示
さ
せ
て

も
ら
い
子
ど
も
た
ち
に
投
票
し
て
も
ら
っ
た
の
で
す
。

み
ん
な
あ
れ
こ
れ
迷
い
な
が
ら
も
楽
し
ん
で
票
を
入

れ
て
く
れ
た
よ
う
で
、先
生
か
ら
の
投
票
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
結
果
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　

第
一
位
『
し
ゃ
っ
く
り
が
い
こ
つ
』。
し
ゃ
っ
く
り

が
止
ま
ら
な
く
な
っ
た
が
い
こ
つ
は
、オ
バ
ケ
の
ア
ド

バ
イ
ス
で
、息
を
止
め
て
み
た
り
、さ
か
だ
ち
し
て
水

を
飲
ん
だ
り
、い
ろ
い
ろ
試
し
て
み
ま
す
が
、な
に
を

や
っ
て
も
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
。
で
も
最
後
の
最
後

に
オ
バ
ケ
の
機
転
で
し
ゃ
っ
く
り
は
止
ま
る
の
で
す
。

そ
の
方
法
と
は
、な
ん
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
か
？

　

第
二
位
は
『
ぶ
た
の
た
ね
』。
足
が
遅
く
て
ぶ
た
を

つ
か
ま
え
た
こ
と
が
な
い
オ
オ
カ
ミ
は
、キ
ツ
ネ
は
か

せ
か
ら
「
ぶ
た
の
た
ね
」を
も
ら
っ
て
育
て
て
み
ま

す
。
さ
て
、オ
オ
カ
ミ
は
ぶ
た
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き

た
で
し
ょ
う
か
？　

こ
の
絵
本
は
私
た
ち
が
小
学
校

で
読
み
聞
か
せ
を
始
め
た
こ
ろ
か
ら
取
り
上
げ
て
い

る
一
冊
で
、人
気
は
不
滅
で
す
。

　

同
じ
票
数
で
第
二
位
に
な
っ
た
の
が
『
王
さ
ま
ラ

イ
オ
ン
の
ケ
ー
キ
』。
王
さ
ま
ラ
イ
オ
ン
に
食
事
に
招

か
れ
た
動
物
た
ち
。
王
さ
ま
は
デ
ザ
ー
ト
の
ケ
ー
キ

を
「
自
分
の
分
を
と
っ
て
ま
わ
し
な
さ
い
」と
、と
な

り
の
ゾ
ウ
に
わ
た
し
ま
す
。
す
る
と
ゾ
ウ
は
…
…
。

以
前
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
「
数
」を
テ
ー
マ
に
し
た
と
き

に
紹
介
し
た
、は
ん
ぶ
ん
の
は
ん
ぶ
ん
、ば
い
の
ば
い

の
お
話
で
す
。

　

第
四
位
は
や
ま
ん
ば
の
娘
ま
ゆ
と
お
に
と
の
や
り

取
り
が
愉
快
な
『
ま
ゆ
と
お
に
』、第
五
位
は
か
っ
こ

わ
る
い
と
思
っ
て
い
た
ジ
イ
ち
ゃ
ん
が
運
動
会
で
つ

む
じ
風
の
よ
う
に
走
り
大
活
躍
、読
み
終
わ
る
と
ス

カ
ッ
と
す
る
『
ぼ
く
の
ジ
イ
ち
ゃ
ん
』と
続
き
ま
す
。

二
冊
と
も
や
は
り
「
子
ど
も
の
本
箱
」で
取
り
上
げ
た

こ
と
が
あ
る
絵
本
で
す
。

　

集
計
結
果
を
み
て
う
れ
し
か
っ
た
の
は
、短
め
で
つ4

か
み

4

4

の
い
い
面
白
お
か
し
い
本
に
人
気
が
集
ま
る
か

と
思
い
き
や
、ス
ト
ー
リ
ー
性
が
あ
る
じ
っ
く
り
聞
か

せ
る
も
の
に
も
た
く
さ
ん
票
が
入
っ
て
い
た
こ
と
で

す
。
子
ど
も
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
絵
本
の
面
白
さ
を

ち
ゃ
ん
と
受
け
止
め
て
く
れ
て
い
た
の
で
す
。
ま
た
、

ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
絵
本
以
外
に
、も
う
一
度
読
ん
で

も
ら
い
た
い
本
を
書
い
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、高
学
年

の
子
か
ら
『
ぐ
り
と
ぐ
ら
』と
か
『
は
ら
ぺ
こ
あ
お
む

し
』、『
ス
イ
ミ
ー
』と
い
っ
た
、い
わ
ゆ
る
読
み
聞
か

せ
の
定
番
に
な
っ
て
い
る
絵
本
の
題
名
が
あ
が
っ
た

の
も
、う
れ
し
い
発
見
で
し
た
。

　

新
し
い
年
度
が
始
ま
り
、朝
の
本
読
み
も
再
開
さ
れ

ま
し
た
。
先
日
メ
ン
バ
ー
の
一
人
が
教
室
に
入
ろ
う

と
し
た
と
こ
ろ
、女
の
子
が
駆
け
寄
っ
て
き
て
、「
久
し

ぶ
り
で
す
。
読
み
聞
か
せ
大
好
き
な
の
」と
う
れ
し
そ

う
に
声
を
か
け
て
く
れ
た
と
の
こ
と
。
こ
れ
だ
か
ら

子
ど
も
た
ち
と
の
本
読
み
は
や
め
ら
れ
な
い
ん
で
す

よ
ね
。

佐藤 真理
B o o k c a s e s  f o r  c h i l d r e n

たんぽぽ文庫

72
子どもの本箱

ここで紹介する本は、たんぽ
ぽ文庫や東金図書館で借り
られます。たんぽぽ文庫は
現在休館中ですが、連絡を
頂ければ対応できます。
☎0475-52-1983 佐藤

スーパー
コンビニ

丸山公園

↑ときがね湖
方面

桜
ヶ
池

たんぽぽ文庫

﹁
し
ゃ
っ
く
り
ガ
イ
コ
ツ
﹂

マ
ー
ジ
ェ
リ
ー
・
カ
イ
ラ
ー
作
／

Ｓ
・
Ｄ
・
シ
ン
ド
ラ
ー
絵

セ
ー
ラ
ー
出
版

﹁
ぶ
た
の
た
ね
﹂

佐
々
木
マ
キ　

絵
本
館

﹁
王
さ
ま
ラ
イ
オ
ン
の
ケ
ー
キ
﹂

マ
シ
ュ
ー
・
マ
ケ
リ
ゴ
ッ
ト
作
・
絵

徳
間
書
店

﹁
ま
ゆ
と
お
に
﹂

富
安
陽
子
文
／
降
矢
な
な
絵

福
音
館
書
店

﹁
ぼ
く
の
ジ
イ
ち
ゃ
ん
﹂

く
す
の
き
し
げ
の
り
作
／
吉
田
尚
令
絵

　
　
　
　

佼
成
出
版
社
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【
東
金
市
田
間　
Ｍ
さ
ん
】

表
紙
の
地
元
の
絵
が
春
ら
し
く
と
っ
て
も
か
わ
い
ら
し
い

と
思
い
ま
し
た
。
地
域
の
情
報
を
い
つ
も
『
と
き
め
き
』

で
入
手
し
て
出
歩
く
の
が
家
族
の
楽
し
み
な
の
で
、い
つ

も
図
書
館
に
置
い
て
あ
る
と
嬉
し
く
な
り
、と
て
も
楽
し

み
に
し
て
お
り
ま
す
。
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
は
行
っ
た
こ

と
が
な
い
の
で
、ピ
ア
ノ
を
習
っ
て
い
る
小
学
生
の
娘
と

東
金
出
身
の
石
田
万
紀
さ
ん
の
リ
サ
イ
タ
ル
に
出
か
け
ら

れ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

【
九
十
九
里
町　
Ｙ
さ
ん
】

毎
号
楽
し
み
に
し
て
ま
す
。
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
心
配
で
す

が
イ
ベ
ン
ト
出
来
る
と
い
い
で
す
ね
。

【
成
田
市　
Ｓ
さ
ん
】

東
金
市
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
が
あ
り
、ま
た
、東
金
市
は
こ

ん
な
町
だ
と
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

【
東
金
市
福
俵　
Ｋ
さ
ん
】

東
金
に
引
っ
越
し
て
き
ま
す
の
で
、東
金
桜
ま
つ
り
が
楽

し
み
。
い
ち
ご
フ
ェ
ス
タ
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

【
つ
く
ば
み
ら
い
市　
Ｔ
さ
ん
】

昨
年
、茨
城
に
引
越
し
ま
し
た
が
、そ
れ
ま
で
28
年
山
武

市
に
住
ん
で
い
て
、み
の
り
の
郷
東
金
に
よ
く
行
っ
て
ま

し
た
。
今
も
月
１
回
通
院
の
た
め
山
武
ま
で
通
っ
て
い
ま

す
。
地
元
の
農
産
物
以
外
に
も
全
国
の
食
品
（
お
土
産
）

も
あ
っ
て
、広
々
し
て
い
て
買
い
物
し
や
す
い
で
す
。

【
大
網
白
里
市　
Ｉ
さ
ん
】

表
紙
の
桜
の
絵
と
、『
と
き
め
き
』と
い
う
題
に
ひ
か
れ
て

手
に
取
り
ま
し
た
。「
と
う
が
ね
歴
史
ば
な
史
」面
白
か
っ

た
で
す
。
や
っ
さ
く
ん
は
知
っ
て
い
た
け
ど
、と
っ
ち
ー

と
か
く
ま
る
ま
で
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
い
た
な
ん
て
、か
く

ま
る
可
愛
い
で
す
。

【
東
金
市
堀
上　
Ｙ
さ
ん
】

や
っ
さ
く
ん
も
10
周
年
と
は
す
ご
い
で
す
ね
。
次
回
は
ぜ

ひ
表
紙
に
お
願
い
し
ま
す
。

【
東
金
市
田
間　
Ｉ
さ
ん
】

我
が
家
の
状
況
と
似
て
い
る
と
思
い
、笑
い
な
が
ら
終
え

ま
し
た
。
思
い
出
の
品
は
処
分
の
判
断
が
と
て
も
難
し
い

け
れ
ど
、今
春
主
人
の
転
勤
と
娘
の
進
学
が
重
な
り
、断

捨
離
と
い
う
形
で
強
制
的
に
進
み
そ
う
で
す
。

【
山
武
市　
Ｎ
さ
ん
】

夫
婦
の
そ
れ
ぞ
れ
の
不
満
が
あ
ら
わ
れ
て
い
て
、息
子
の

言
葉
に
互
い
の
思
い
出
を
大
切
に
し
よ
う
と
い
う
結
果

に
、子
供
の
存
在
っ
て
す
ご
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
や
は

り
家
族
っ
て
い
い
な
と
つ
く
づ
く
感
じ
ま
し
た
。
ま
さ
に

息
子
か
ら
の
ス
テ
キ
な
ワ
ク
チ
ン
が
効
い
た
の
だ
と
!!

『
と
き
め
き
』っ
て
、い
つ
も
必
ず
何
か
一
つ
教
え
ら
れ
る

事
が
あ
り
、あ
り
が
た
い
で
す
。

【
東
金
市
油
井　
Ｔ
さ
ん
】

毎
号
持
っ
て
帰
っ
て
読
ん
で
い
ま
す
。
東
金
市
産
の
小
麦

粉
で
出
来
た
商
品
食
べ
て
み
た
い
で
す
。
安
心
し
て
食
べ

ら
れ
そ
う
で
す
よ
ネ
。
子
供
の
頃
、実
家
で
麦
を
作
っ
て

い
て
、麦
ふ
み
を
し
た
の
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

【
大
網
白
里
市　
Ｋ
さ
ん
】

パ
ン
好
き
な
の
で
、短
期
に
何
度
も
値
上
が
り
し
、さ
ら

に
輸
入
状
況
に
よ
り
値
上
が
り
予
想
も
あ
る
中
、東
金
産

の
小
麦
粉
は
う
れ
し
い
で
す
。
地
産
地
消
の
理
想
を
も
っ

と
広
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
九
十
九
里
町　
Ｉ
さ
ん
】

東
金
産
の
小
麦
粉
の
こ
と
を
、『
と
き
め
き
』を
見
て
初
め

て
知
り
ま
し
た
。
東
金
市
の
話
題
と
い
う
ロ
ー
カ
ル
な
話

題
で
す
が
知
ら
な
か
っ
た
事
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

【
東
金
市
西
福
俵　
Ｙ
さ
ん
】

東
金
産
小
麦
粉
を
東
金
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
広
げ
よ
う
と
試

行
錯
誤
し
な
が
ら
努
力
さ
れ
て
い
る
方
々
の
ご
苦
労
に
感

服
し
ま
す
。
是
非
と
も
食
べ
て
み
た
い
で
す
。

【
山
武
市　
Ｔ
さ
ん
】

東
金
文
化
会
館
や
、み
の
り
の
郷
東
金
の
情
報
が
わ
か
り

や
す
く
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、楽
し
み
に
し
て
お
り
ま

す
。
今
回
の
東
金
の
小
麦
情
報
は
朗
報
で
し
た
。
小
麦
粉

は
外
国
産
が
多
い
中
、地
元
の
安
心
な
小
麦
粉
を
使
用
し

た
パ
ン
な
ど
将
来
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
る
と
は
素
晴
ら

し
い
努
力
で
す
。
今
後
も
大
好
き
な
東
金
市
の
情
報
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
東
金
市
上
武
射
田　
Ｓ
さ
ん
】

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、ど
こ
に
も
行
け
ず
、歯
医
者
さ
ん
に
行
っ

た
時
に
目
に
留
ま
り
ま
し
た
。
心
の
中
で
早
く
春
が
来
て

欲
し
い
と
思
っ
て
い
て
、表
紙
が
素
敵
で
し
た
。
孫
は
本

が
大
好
き
な
の
で
、「
子
ど
も
の
本
箱
」を
見
て
本
屋
さ
ん

に
行
っ
て
み
た
く
な
り
ま
し
た
。
生
の
声
で
感
じ
て
笑

い
、ス
テ
キ
な
時
間
を
孫
と
作
れ
た
ら
と
思
い
ま
し
た
。

【
東
金
市
堀
上　
Ｓ
さ
ん
】

我
が
家
の
子
供
達
は
「
子
ど
も
の
本
箱
」が
大
好
き
で
す
。

色
々
な
本
の
紹
介
が
あ
っ
て
、い
つ
も
楽
し
み
に
拝
見
し

て
い
ま
す
。

【
八
街
市　
Ｅ
さ
ん
】

「
繋
ぐ
ぜ
、歴
史
！
」で
成
東・東
金
食
虫
植
物
群
落
が
載
っ

て
い
て
嬉
し
か
っ
た
。
以
前
よ
り
行
っ
て
い
て
近
い
う
ち

に
孫
を
連
れ
て
行
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

【
大
網
白
里
市　
Ｓ
さ
ん
】

い
つ
も
楽
し
く
拝
読
し
て
い
ま
す
。
息
子
と
娘
の
た
め

に
、科
学
館
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
申
し
込
み
を
し
て
い
ま
す
。

桜
の
絵
の
表
紙
が
と
て
も
素
敵
で
す
。
寒
い
日
が
続
き
ま

す
が
、暖
か
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

【
東
金
市
川
場　
Ｆ
さ
ん
】

 

L
I
N
E
に
最
近
登
録
し
た
と
こ
ろ
、『
と
き
め
き
』発
行

の
お
知
ら
せ
が
届
き
ま
し
た
。
ピ
ン
ク
色
の
桜
が
目
に
止

ま
り
、是
非
読
ん
で
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。「
と
う
が
ね

歴
史
ば
な
史
」の
や
っ
さ
く
ん
と
と
っ
ち
ー
が
仲
良
し
で

良
い
な
と
思
い
、か
く
ま
る
く
ん
の
活
躍
も
楽
し
み
で
す
。

【
東
金
市
上
谷　
Ｔ
さ
ん
】

装
丁
も
紙
頁
も
良
く
て
、色
も
綺
麗
な
の
で
、じ
っ
く
り

見
て
読
ん
で
い
ま
す
。
県
外
の
孫
達
が
来
た
時
に
連
れ
て

行
け
る
公
園
や
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
等
の
遊
べ
る
所
の
特
集
も

是
非
お
願
い
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
東
金
近
隣
の
魅
力
を

発
信
し
て
く
だ
さ
い
。

【
東
金
市
東
金　
Ｍ
さ
ん
】

図
書
館
で
冊
子
を
見
つ
け
ま
し
た
。
現
在
単
身
赴
任
で
東

金
市
に
居
住
し
て
い
る
の
で
、東
金
市
の
概
要
、歴
史
、見

所
等
の
参
考
に
し
た
い
と
手
に
取
り
ま
し
た
。
先
日
還
暦

を
迎
え
た
の
で
人
生
を
楽
し
む
の
に
活
用
し
ま
す
。

【
千
葉
市　
Ｍ
さ
ん
】

山
王
台
公
園
絶
景
で
す
ネ
。
桜
咲
く
頃
に
八
鶴
湖
か
ら
の

散
策
路
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。

【
佐
倉
市　
Ｙ
さ
ん
】

道
の
駅
を
訪
れ
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。
東
金
の
話
題
が

色
々
あ
り
、ま
た
訪
れ
た
く
な
り
ま
し
た
。

【
東
金
市
田
間　
Ｍ
さ
ん
】

コ
ロ
ナ
で
自
粛
期
間
中
、お
出
掛
け
も
ま
ま
な
ら
な
い
昨

今
、一
番
の
情
報
源
で
す
。
高
齢
の
私
で
も
参
加
出
来
そ

う
な
催
し
が
な
い
か
、考
え
な
が
ら
読
ん
で
い
ま
す
。

【
神
奈
川
県
秦
野
市　
Ｔ
さ
ん
】

街
あ
り
、緑
あ
り
、文
化
財
あ
り
と
人
も
穏
や
か
で
素
敵

で
す
ね
。
神
奈
川
県
か
ら
だ
と
フ
ェ
リ
ー
で
行
け
ば
渋
滞

も
避
け
ら
れ
る
し
、是
非
ま
た
出
掛
け
た
い
で
す
。

　「この木何の木気になる木」というCMソングがありましたが、東金市には市指定文化財の樹木が複数あり
ます。今回は「東金市の気になる木」のひとつ「妙

みょう

善
ぜん

寺
じ

の乳
ちちいちょう

銀杏」を紹介します。
　妙善寺の乳銀杏は東金市御

み か ど

門にある妙善寺の境内にある木で、樹齢は150年以上と推定され、昭和62
（1987）年に市指定文化財となりました。乳銀杏は根の一種である気根の形からそう呼ばれる銀杏です。こ
の木は明治38（1905）年、日露戦争で亡くなった人物の新盆供養のために、子息等が寄進したものです。
　なお、昨年12月、木の根元に解説板を設置しました。併せてご覧ください。

東金の歴史紹介コーナー

繋繋ぐぐぜ、ぜ、歴史歴史！！

  次回 秋号（vol. 99）は令和4年10月に発行予定です。設置場所については3ページをご覧ください。 
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☎ 0475-50-1187    FAX 0475-50-1294
Eメール  syogai@city.togane.lg.jp

ご希望の賞品番号とあなたの氏名、郵便番号、住所、電話番号、本誌を入手され
た場所と本誌への感想、差支えなければ年齢と職業も書いてハガキ、FAX、E
メールで、1人につき1点ご応募ください。

当選者には当選のお知らせ（引換券）または入場券を発送します。
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東金市マスコットキャラクター
「とっちー」

7月15日（金）消印有効。締め切り

東金のお粥
（白がゆ・和だし・中華の
3種類セット）

令和４年度県民芸術劇場

東金市産のお米、千葉県オ
リジナル品種『粒すけ』を
100% 使 用した 新商品で
す。長 期 保 存できますの
で、災害保存食等にいかが
ですか？

「題名のない音楽会」、「世
界一受けたい授業」などの
TV 番組でおなじみの青島
広志がお贈りする夏のファ
ミリーコンサート。

8月28日（日）
14:00開演　［大ホール］ 10月23日（日）

14:00開演　［小ホール］
【出演】
柳家花緑、柳家吉緑、
鏡味味千代

（提供：道の駅みのりの郷東金）

とっちーマスク・
抗菌マスクケース＆
ぷにぷにとっちー

The 秋の東金寄席
2022
～柳家花緑、柳家吉緑、

鏡味味千代～

青島広志+千葉交響楽団
ファミリーコンサート in東金
－夏のプレゼント－

東金市マスコットキャラク
ター『とっちー』とラカン
マキをモチーフにしたオリ
ジナルマスクです。マスク
ケースは収 納に便 利で抗
菌されています。

（提供：道の駅みのりの郷東金）
（提供：東金文化会館） （提供：東金文化会館）

東金産果実
フリーズドライ

（ブラックベリー＆ブルーベリー・
メロン・イチゴの3種セット）

旬の完熟フルーツのフリー
ズドライです。旬 の 味 わ
いが口の中に広がります。
ヨーグルトやシリアルにプ
ラスしてお召し上がりくだ
さい。

（提供：道の駅みのりの郷東金）

1 2 3 4 5

【プレゼント受け取り場所】 ①〜③みのりの郷東金、④⑤郵送
※いただいた個人情報は、賞品の発送に係る事務にのみ使用させていただきます。
※本誌への感想は、「読者のひろば」において紹介させていただきます。
※プレゼントでご提供いただいている①・②の賞品は、みのりの郷東金にてご購入する
　事ができます。
④⑤は、新型コロナウイルス感染症の状況により、中止・変更と
なる場合があります。最新の情報を東金文化会館ホームページ
などで確認するようお願いします。

5名1名 3名
2組4名 2組4名

応募方法 あて先

ときめきは再生紙を使用しています。
（東金市が、この広告における企業、製品、サービス内容等について推奨するものではありません。）
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